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恵和会理念 ●地域に密着した良質な医療の提供 ●地域住民の健康を守る一助となる

　ボランティアグループにしおかの輪では、毎年1
回、会員同士の交流と活動についての意見交換
を目的に「交流会」を開催しています。
　今年は6月20日（土）に開催しました。
　内容としては「認知症の方 と々の関わり」と題し
ての講演会、その後、参加された会員の皆様よ
り、紙芝居などの日頃の活動の紹介、そして昼食
会（意見交換会）を行いました。
　昼食会では、毎年恒例の夏祭りバザーや他
院・他施設への見学会などについてご意見を頂
きました。

　ボランティアグループにしおかの輪では、会員を
募集しています。定期的にクラブ活動や日々の生
活の支援をして頂いている方、敬老会、クリスマ
ス会などの催しの際に活動をして頂いている方な
ど様々です。
　活動について、お気軽にお問い合わせください。
お待ちしております。

西岡病院　医療ソーシャルワーカー　　　田附（たつき）TEL011-853-8322
アメニティ西岡　支援相談員　　　　　　遠藤　　　　　TEL011-854-5510
水源池デイサービス　生活相談員　　　　山本　　　　　TEL011-584-1350
水源池グループホーム　ボランティア係　藤林　　　　　TEL011-584-0668

お問い合わせ先

ボランティア交流会を開催ボランティア交流会を開催ボランティア
グループに
しおかの 輪



　当施設では、入所サービス、ショートステイ、通所リハビリテーションの３つのサービスにおい
てリハビリ、入浴、食事、レクリエーション等のサービスを提供しております。
　わたしたちは、地域の在宅生活支援の拠点施設となるべく、ご利用者それぞれへの支援を心
がけ日々、取り組んでおります。
　サービスご利用等の相談がございましたら、ご見学だけでもかまいませんので、お気軽に支
援相談科までご連絡ください。

第38回

社会医療法人 恵和会　介護老人保健施設 アメニティ西岡
介護老人保健施設 アメニティ西岡　支援相談科

遠 藤　里 美☎ 011-854-5510

　肺気腫、末梢気道病変、それらが組み合わさっ
たものとされています。
　肺気腫とは気管支の先にある肺胞が壊れる病
気で、末梢気道病変は慢性気管支炎などがあり
ます。タバコ煙などの有害物質を長期にわたり吸
引することが原因とされ、2010年のWHOの報告
では世界死亡順位の第4位で、2030年には第3位
になると推定されています。

　特徴的な症状は、体動時の呼吸困難で安静
時に改善することが多く、長引く咳や痰（粘稠で
咳に伴ってでる）、時に喘鳴もみられます。

　上記の症状、喫煙歴、胸部聴診などの身体所
見、胸部レントゲン検査、胸部CT検査、呼吸機能
検査（肺活量などを測定）などからCOPDの診断
を行います。
　診断とともに、病気の状態（重症度）も評価します。

　COPDはもとに戻らない病気のため、症状を軽
減させること、増悪を予防することを治療の目標と

します。第一に禁煙です。病気の進行を抑えるもっと
も効果的な方法です。次に薬物療法ですが、気管
支を広げたり、気道の炎症を抑える内服薬や吸入な
どがあります。呼吸機能の改善を目的とした呼吸リ
ハビリテーションも有効な方法の１つです。病気が進
行し息切れ、呼吸困難感が強くなった場合は、酸素
療法を行います。感染症の合併も、COPDを悪化さ
せる要因となるため、予防接種（インフルエンザワク
チン、肺炎球菌ワクチンなど）も必要と考えられます。

　COPDは治癒する病気ではないため、いかにして
予防するか、進行を抑えるかが重要です。喫煙が主
な原因であることから、禁煙が最も有効です。副流
煙による周囲への影響からもぜひ禁煙をおすすめ
します。

西岡病院 内科医長　永田　学

【所属学会、専門医など】
医学博士
日本内科学会　認定内科医
日本呼吸器学会
日本感染症学会

平成６年札幌医科大学卒業。
札幌医科大学第３内科入局。
札幌医科大学第３内科助手、
函館五稜郭病院呼吸器内科科長を経て
平成１８年６月より現職。

午前：月曜・水曜、午後：火曜・金曜 西岡病院
☎ 011-853-8322

午後 木曜　西岡水源池通りクリニック
☎ 011-584-5512

COPD
（慢性閉塞性肺疾患）

外　来
診療日

① COPDとは
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② COPDの症状

③ COPDの診断

④ COPDの治療

⑤ 終わりに
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　運動は生活習慣の改善に重要であり、食事・薬物と併せて糖尿病治療における3本柱となって

います。運動を行うことで、血糖値を低下させる急性効果、低強度の運動を長期間継続すること

で、糖尿病で低下しているインスリンの感受性(インスリン抵抗性)を改善させる慢性効果の2つ

の効果が期待できます。

　運動は継続して行うことが重要であり、食後の高血糖是正に加え、体重のコントロールにも有

効です。運動の種類としては、散歩やジョギングといった全身の大きな筋肉を使った有酸素運動

が推奨されています。運動を行うタイミングとしては、食後30分から1時間が最適であり、糖質・

脂質の効率の良い燃焼のために、運動は20分以上持続させることが重要となります。しかし、運

動を継続することはなかなか難しいことだと思います。テレビを見ながら足踏みをするといった

「ながら運動」や、エレベーターを使用せず階段を使う、バスを

使用した際に目的地の一つ前で降りて歩くといった生活動作の

中で工夫をすることが、運動を継続させるポイントです。

西岡病院リハビリテーション科
理学療法士　糖尿病療養指導士

遠藤　渉

　アメニティ西岡通所リハビリテーションでは、6月27日（土）に、ご利用者対
抗麻雀大会を開催いたしました。この麻雀大会は4年前から開催し、今回で8
回目を迎えます。日頃は、馴染みのメンバーで対局していますが、本大会は、
各曜日の全利用者から参加を募り、初めて大会に参加する人や麻雀歴30年
以上の強者など、いろいろな方が参加されました。
　大会当日は、会場全体に緊張感が漂う中、熱戦が繰り広げられました。
　合計獲得ポイントの上位3名がメダルを獲得し、「メダルなんて貰った事が
ないから嬉しい！」と歓喜の声を上げていました。

　アメニティ西岡通所リハビリテーションでは、医師の管理のもと、ご利用者
の在宅生活の継続と自立支援を目的とした専門的なリハビリテーションを提
供しています。見学や体験利用も随時受け付けておりますので、スタッフまで
お気軽にご相談ください。

介護老人保健施設　アメニティ西岡

通所ご利用者　　麻雀大会を開催対抗



北海道の短い夏をいかがお過ごしでしょうか。

5年後の日本の夏は東京五輪ですね。

日本選手の活躍が今から楽しみです。

「おもてなし」の心で準備がスムーズに進むことを願っています。

TEL（011）854-7777
TEL（011）584-5512
TEL（011）584-6800

TEL（011）867-0477

西 岡 病 院
介護老人保健施設  アメニティ西岡
札幌市豊平区第2地域包括支援センター
訪 問 看 護 ステ ー ション  す ずらん
札幌市豊平区第３地域包括支援センター
西 岡 水 源 池 通 り ク リ ニ ッ ク
訪問看護ステーション 水源池すずらん
アメニティ西岡水源池 ケアプランセンター
アメニティ西岡水源池 ヘルパーステーション
札幌市豊平区介護予防センター南平岸
アメニティ西岡水源池グループホーム
アメニティ西岡水源池デイサービスセンター
介護老人保健施設  アメニティ美幌
訪問看護ステーション 美幌すずらん
美 幌 町 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー
美 幌 町 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー
アメニティ美幌指定居宅介護支援事業所

介護老人保健施設　アメニティ美幌　☎0152-75-2210

　6月10日（水）に「声友会」の皆さんが民謡を披
露しに来所してくれました。
　今年から年2回来所して頂けることになり、皆さ
んワクワクしながら待ち望んでいました。素敵な歌
声が三味線・太鼓と共にフロア内に響き渡り、ご
利用者もおなじみの曲に合わせて歌ったり手拍
子をしたり笑顔で楽しまれていました。最後には、
用意された「お座敷小唄」の歌詞カードを見なが
ら全員で歌い、大盛り上がり。アンコールでは、「北
海盆唄」で盆踊りも披露され、平間施設長も飛び
入り参加。皆さんとても充実した素敵なひと時を
過ごすことが出来ました。ご利用者からも生演奏
による民謡鑑賞に「気分もスッキリして楽しかっ
た。」等の声がありました。
　「声友会」の皆さん、今回はアメニティ美幌に慰
問ボランティアに来ていただき本当に有り難うござ
いました。また、お会いできる日を楽しみに一同、お
待ちしております。

介護老人保健施設　アメニティ美幌


